
発達発達のの特性特性とは？とは？ 環境環境をを柔軟柔軟に整えることが大切に整えることが大切

「ちがい」「ちがい」をを理解理解し、し、みとめあうみとめあうことが大切ことが大切
　発達障害（神経発達症）の特性や困りごとは、一人ひとり異なります。
　大切なことは、「どんなことが得意か」「何が苦手か」、その人自身に目をむけ、その人にあった対応を行うことです。
　　　

「安心できる環境」と「わかりやすい環境」を整えることで、「できること」が増えていきます。

などが身に付くように、支援を行っています。

安心できる環境をつくる わかりやすい環境をつくる

どこからがどこからが発達障害発達障害（神経発達症）（神経発達症）？？

どんなどんな困困りごとがあるの？どんなりごとがあるの？どんな対応対応があるの？があるの？
発達障害（神経発達症）は、見た目でわかりにくいため、本人の困りごとに気づかれず、誤解される場合があります。できない
ことや失敗したことを注意され、自信をなくすことによって、二次的な精神的・行動的問題につながる可能性があります。

あいまいな指示を理解することが苦手
対応のヒント  指示はひとつずつ、短く簡潔に伝える。

絵や写真を使って見てわかるようにすると理解しやすく
なります。
ざわざわした環境や大きな音が苦手
対応のヒント  苦手な刺激を減らす。

イヤーマフや耳栓などの道具が活用できます。

　年齢や環境により目立つ症状や診断が変わることがあります。
特性や症状のタイプは分かれますが、重なりあうことがあります（図参照）。

図　発達障害（神経発達症）とその特性
※DSM-5-TR参照　※図の様子があることが必ずしも発達障害（神経発達症）であるとは限りません。

発達の特性は連続体（スペ
クトラム）として考えます。
特性の有無や強さによる線　
引きはありません。

本人の特性と環境との不適応（ミ
スマッチ）により、生活の中で困
りごとが生じている場合に、医
師が診断を行います。

◦状況にあわない発言や行動をする
◦相手の表情や気持ちを察することが難しい
◦こだわりがある、興味関心に偏りがある
◦感覚（刺激）の過敏さ、または鈍感さ

読む・書く・計算することのうち１つ以上
が極端に苦手
※�知的発達の遅れや視覚、聴覚の障害など

が学習困難の直接的な原因ではない　　

◦�注意が逸れやすい、注目し続けることが苦
手（不注意）

◦�落ち着きがなく、じっとしていられない
（多動性）

◦突発的に行動する（衝動性）

コミュニケーション症群：言語症、語音症、
　社会的コミュニケーション症、吃音
運動症群：発達性協調運動症、常同運動症、
　チック症群
知的発達症群

その他注意欠如多動症：ADHD

限局性学習症：SLD自閉スペクトラム症：ASD

発達の特性がある

環境との不適応

発達障害（神経発達症）

◦できていることをみとめる
◦本人の思いを受け止める
◦おだやかな声で、肯定的な声かけをする
　〇「～します」、「～しましょう」
　×「～しません！」、「ダメ！」
◦�パニックやかんしゃくなど、気持ちが不安定なとき

は、静かに見守り、落ち着くまで待つ

自己肯定感を高める

気持ちを整えたいときに
使える場所をつくる

具体的に伝える

見通しを持ちやすくする

◦音や光などの刺激を減らして、静かな空間にする
◦リラックスできる環境を整える

◦�注意ではなく、「どうすればうまくできるのか」を伝
える

◦�事前に「いつ・どこで・誰と何をするのか・どうやっ
て終わるのか」を伝える

◦予定や手順を見てわかるように伝える
◦困ったときや苦手なことへの対応を伝える
　例：苦手をサポートできる道具の活用

「どんな環境なら本人の力が発揮できるか」、「安心して過ごせるか」と考えることが大切です。

特性による困りごとは、「わざと」や「努力不足」が原因ではありません。
周囲の人が、本人の困りごとに気がつき、特性を理解して関わることが大切です。

本人と相談しながら、その人にあった環境をいっしょにつくっていきましょう。
周囲の理解が深まるとともに、本人の自己理解につながります。
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物の管理が苦手
対応のヒント  取り組みやすい仕組みをつくる。

物の定位置を決め、使った後は戻すルールを一緒に
確認しましょう。
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文章をスラスラ読むことが苦手
対応のヒント  読むことへの負担を減らす。

文字や行間の調整、文章に線を引くと読みやすくな
ります。ICT機器も活用できます。

Ｓ
Ｌ
Ｄ

お互いのちがいをみとめあい、必要な配慮や工夫について一緒に考えていくことで、
すべての人が自分らしく過ごせる地域社会をつくっていきましょう。

「げんき
」

では、
好きなこと・
得意なことの
活かし方

苦手なことへの
対応方法

困ったときの
ヘルプの出し方

生まれながらの脳のはた
らき方により、世の中の
多くの人ととらえ方の
ちがい（特性）がある。
ものごとの理解の仕方
や、コミュニケーション、
体の動かし方、反応の仕
方、社会性の発達などに
影響があります。

育て方や性格が
原因ではない。

特性は、幼児期から
あらわれ、多くの場
合は、大人になって
も残ります。

得意なことと
苦手なことの差が
大きい場合がある。

生活の中で困りごと
が生じやすく、生き
づらさを感じる場合
があります。

集中して取り組む
のは得意

アイデアを出すのは
得意

雑談が苦手

得意と苦手の例

じっと待つ
ことが苦手

※これらの困りごとがあることが必ずしも発達障害（神経発達症）であるとは限りません。
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